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へいま益美 日本共産党久喜市議団 NO 4      

元気じるし 
平間ますみ活動ニュース発行 2016年 4月 15日 久喜市本町 8-4-1 ☎23-9519 

市民の暮らしを支える思いから代表質問！！ 
2月議会では「日本共産党久喜市議団」を代表して 13項目にわたり質問を行いました。 

【 】 

１ 我が国の経済・景気に対する認識  
＊日本の実体経済は回復傾向にはなく、アベノミクスから 

   市民の生活を守る政策が求められている。 

２ 安全安心な街づくりについて 
 ＊久喜総合病院譲渡では、現在の医師・看護師職員の  

雇用確保を要請すべき。 

３ 子供や高齢者にやさしいまちづくり 
＊生活保護制度の住宅扶助費削減によって生活水準の低 

下を招いている。市の補助を行うべきではないか。 

                

４ 快適で活力のあるまちづくり 

５ マイナンバー制度は凍結し廃止を 

６ 市民が参加し地域コミュニティ豊かなまち 

７ 自然とふれあえる、環境に優しいまち 

８ 子どもから高齢者まで、誰もが安心して暮らせるまち 

９ 心豊かな人材を育む取り組み 

10 子どもも高齢者も安全で調和のとれた住みよい快適なまち 

11 地域経済を活性化させる、地域循環型経済の重視を 

12 行財政を見直し、改革を進めるまち                     

（僕たちの未来のためにも憲法守ってね） 13 憲法を守り、後世に引き継ぐまち 
＊市民の平和と暮らし優先の市政を築くうえで、基本となるのが憲法の順守であるが、安倍首相は夏の参議

院選挙で憲法改正を公約として掲げている。 

戦後７０年間守り続けられた憲法は、世界に誇るものになっている。現行憲法を守り育て、子や、孫へ、後

世へ引き継いでいくのが私たちの責務である。 

市民の平和と命、暮らしを脅かす憲法改正の動きに対し、市長は憲法擁護義務のある公務員の長として改

正には強く反対の声を上げるべきである。 

 

2 月議会報告 

2 月１6 日～3 月 18 日

32 日間開催です。 
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【公共交通デマンドについて】 

〚問〛市役所や総合病院など、久喜地区の乗り入れは利用者の多くの方が要望している。地域公共交

通会議での検討はなされているのか。 

〚答〛委員からも見直すべきとの意見がでたが、民間路線バス・タクシー事業者は路線の廃止・撤退

が考えられる。現状のままとすることにまとまった。 

〚問〛４月から 80 歳以上は半額の 150 円となる。一方、一般利用者の値上げが会議の中で議論され

ているが、値上げを考えているのか。 

〚答〛高齢化が進む中で、デマンドバスを利用しやすいということで半額 

にした。現時点において値上げは考えていないが、未来永劫上げな 

いというわけにはいかないときも来る。その時点で状況を見ながら 

ご意見を伺いながら判断していく。（市長） 

伺いながら 
【給食費の補助政策を行うべき】 

【問】 子どもの貧困化解消・ひとり親家庭の支援は、自治体の問題として取り組まれており、幸手市で

も第 2 子の給食費を半額、第 3 子は無料としている。久喜市も行うべきと考えるが。 

【答】 学校給食の食材料費については、児童生徒の保護者に負担していただくものと認識している。 

【問】 教育委員会で給食費の値上げを学校給食審議会に諮問している。子どもの貧困化をなくすとい

う国・市の政策に逆行している。値上げを行うべきではないと考えるが。 

【答】 本市では賄材料の節減や、献立などの工夫に努めてきた。しかし、昨今の食材価格の値上がり

や、消費税率の引き上げなどにより、現行の対応が難しくなっている。 

             【問】 教育長は子どもの貧困化・ひとり親家庭の経済的問題をどのよう

に認識しているか。  

             【答】 親から子、子から孫への貧困の連鎖を断ち切り、子どもの将来が

生まれ育った環境に左右されることのない社会の実現のため、教

育支援、親の就労支援は必要。自らの責任でない貧困で、子ども

の進学の機会、就職のチャンスが奪われてはならないと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主権者意識を育てる教育を中学校でも】 

『問』 投票率の低下・若者の政治離れを防ぐためにも、様々な取り組みが必要と考える。夏の参議院

選挙から投票することができる 18 歳・19 歳の人数を伺う。 

『答』 18 歳は男性 710人・女性 672人合計 1382人。19歳が男性 752 人 

女性 744 人合計 1496人。 

『問』 中学校社会科の中で、公開討論会や模擬試験などの授業を行い、                   

政治に対し考えさせる取り組みが、各地で行われている。久喜市 

でも行ってはいかがか。 

『答』 中学校の段階においても、政治的教養をしっかり身につけること 

のできる政治教育の充実は大変重要と認識している。市でも生徒 

が候補者になり、政策を訴え模擬選挙を実施している学校もある。 

     

 

 

 

 

 

 

       順調に進んでいます。エアコン設置工事！！ 

              今年の６月から全ての学校の教室で稼働予定の、エアコンの設置工事が順

調に進んでいます。写真は地元本町小学校の室外機の様子です。これまでの 

   暑さ、臭いから解放され、素晴らしい環境で勉強ができます。楽しみです。 

   

 

                     


